
環境基本計画点検のための一般個人調査・子ども調査の比較報告書

 
１．関心のある環境問題 
 関心のある環境問題の上位３位は、一般では、「地球温暖化」（82％）、「不法投棄など廃
棄物の不適切な処理」（57％）、「大気汚染」（54％）であるが、子どもでは、「森林減少」(70％)、
水質汚濁（68％）、大気汚染（66%）である。一般が、「酸性雨」や「野生生物や希少な動
植物の減少や絶滅」「砂漠化」への関心が４割以下と低いのに比べて、子どもは５割前後と

高くなっている。全般的に、子どもの方が環境問題への関心の幅が広い。 
 
図表１ 関心のある環境問題（一般：問２、複数回答、子ども：問２、複数回答） 
（図中の項目名は、「一般調査の項目名／子ども調査の項目名」の形式で示した） 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　地球温暖化

/地球温暖化（地球の気温が上がること）

　　　不法投棄など廃棄物の不適正な処理

/廃棄物（ごみが近所に捨ててあること）

　　　　　　　　　　　　　　　　大気汚染

/大気汚染（空気が汚くなくなること）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水質汚濁

/水質汚濁（海や川などの水が汚染されること）

ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染

　　　　/有害化学物質（危険な化学物質があること）

　　　　　　　　　　　　世界的な森林の減少

/森林減少（森や林などが少なくなること）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酸性雨

/酸性雨（酸性の有害な雨が降ってくること）

　　　　　　　　　　　野生生物や希少な動植物の減少や絶滅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　/生物多様性が失われること

（野生の動物や昆虫などの生き物の種類が減少すること）

　　　　　　　　　　　　　　騒音・振動

/騒音（まわりの音がうるさいこと）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂漠化

/砂漠化（土地に草や木が生えなくなること）

その他

/その他

無回答
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一般(N=1267) 子ども(N=2221)
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２．環境への考え方 
 一般も子どもも、「大量消費・大量廃棄型の生活様式を改めるべきだ」を約９割が支持し

ており、今日のライフスタイルを反省する意識が見受けられる。また、一般も子どもも環

境問題を自分に影響がないと考える割合は少ない（一般 24％、子ども 13％）。環境情報へ
のニーズや知識欲求を持つ人の割合が、子ども(58％)を一般（85％）が大きく上回る他は、
一般も子どもも考え方に大きな違いがないことが見受けられる。 
 
図表２ 環境についての考え方（一般：問 3-1、子ども：問３、双方とも４段階尺度で質問
したもので、一般は「大変そう思う」「ややそう思う」の合計、子どもは「とてもそう思う」

「少しそう思う」の合計の％） 
（図中の項目名は、「一般調査の項目名／子ども調査の項目名」の形式で示した） 
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/ ものの無駄づかいをしたり、大量のごみを出し

　　　　　　たりする今の生活は、改めた方がよい

環境に関する情報を様々な媒体でもっと提供
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　　　　　　/ 環境のことについてもっと知りたい

環境保全を行うことにより、社会全体が

　　　　　　　　　　　　　　豊かになると思う

　　　　/ 環境を守ると生活が豊かになる

自分の日常生活も環境が悪化している原因の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一つである

　　/ 自分も環境を悪化させている一人である

環境保全に関する行動に積極的に参加したい

　　　/ 環境保全のために積極的に行動したい

環境問題は私自身に影響があるとは考えにくい

/ 環境問題は自分にも影響がある問題だと思う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（否定）

(%)

一般(N=1267) 子ども(N=2221)
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３．環境保全の上で重要な役割を担っているもの 
一般も子どもも「国民」や「国」が環境保全に重要な役割を担うと考えているが、一般

は子どもより、「事業者」（企業）が重要な役割を担うと考える傾向がある。また、子ども

は一般より「その他」「わからない」「無回答」が多い。 
 
図表３ 環境保全に重要な役割を担っているもの（一般：問 3-2、子ども：問８、双方とも
択一式質問） 
（図中の項目名は、「一般調査の項目名／子ども調査の項目名」の形式で示した） 
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無回答
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４．環境保全行動の実施状況と今後の意向 
（１） 実施状況 
 一般は、「ゴミの分別」「節電」「節水」、子どもは「節水」「節電」「ゴミの分別」が上位

の行動となっている。「ゴミの分別」「節電」「節水」の実行率は一般も子どもも６割を超え

ており、これらの行動はわれわれの生活の中に根づいているといえる。一般が子どもより

実行率が高いのは、「ゴミの分別」「買い物袋持参」だけで、他は子どもの方が実行率が高

い。 
 
図表４ 環境保全行動の実施状況（一般：問 4-1の５段階尺度の「いつも行っている」「だ
いたい行っている」の計、子ども：問４の３段階尺度の「いつも行っている」「だいたい行

っている」の計） 
（図中の項目名は、「一般調査の項目名／子ども調査の項目名」の形式で示した） 
 

92.3

69.3

62.3

57.8

32.5

30.7

23.6

12.2

72.8

81.0

92.1

71.2

20.1

33.0

35.3

13.8

0 20 40 60 80 100

 ゴミは地域のルールに従ってきちんと分別して出すよ

うにしている/ ごみを、燃えるゴミ、燃えないゴミ、資源

ゴミ（空き缶、ペットボトル、古新聞など）に、きちんと分

別する

　　　　　　　　　 日常の生活で節電に気をつけている

/ 使わないときは、テレビや部屋などのあかりを消す

　　　　　　　 日常の生活で節水に気をつけている

/ 使わないときは、水道の蛇口をきちんと閉める

 物は修理して長く使うようにしている

/ ものは長く使えるように大切に使う

 買い物の時、買い物袋を持参したり過剰な包装を断っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たりしている

/ 買い物のとき、レジ袋をもらわないように気をつける

 地球にやさしいエコマーク等のついた商品を

　　　　　　　　　　購入することを心がけている

　　/ 鉛筆やノートは、環境に良いものを買う

 　　　　　　　　　地域の美化活動に参加している

/ 地域の人たちが行う、地域の掃除に参加する

 　　　　　　　　　　　地域の緑化活動に参加している
/ 地域の人たちが木や花を植える時には参加する

(%)

一般(N=1267) 子ども(N=2221)
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（２） 今後の実施意向 
 環境保全行動ごとに、一般は「あまり行っていない」「全く行っていない」と回答した人、

子どもは「行っていない」と回答した人を対象に、今後の実施意向を聞いた結果、一般も

子どもも５割程度以上が実施意向を示しているが、「ゴミの分別」「節電」「節水」「ものを

長く使う」などの行動については、子どもの意向率は一般を大幅に上回っている。地域活

動関連の行動は、一般も子どもも意向率が低く、特に子どもの地域の緑化活動で顕著であ

る。 
 
図表５ 環境保全行動の今後の実施意向（一般：問 4-2、子ども：問７） 
（図中の項目名は、「一般調査の項目名／子ども調査の項目名」の形式で示した） 
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/ 買い物のとき、レジ袋をもらわないように気をつける

 地球にやさしいエコマーク等のついた商品を
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５．環境保全行動の実感 
 一般と子どもに聞いた環境保全行動の実感の中で、比較可能なものを比較してみると、

一般は、「習慣であり特に意識することではない」という理由で買い物行動、省エネ行動、

ゴミ分別の３種の行動をする人が５割程度以上となっているが、子どもでは環境保全行動

が「あたりまえのこと」という実感は４割程度である。「面倒だ」という実感は、子どもよ

り一般の方に強い。 
 
図表６ 環境保全行動の理由と実感（一般：問 5-3 の(5)、(6)で４段階尺度で聞いた「そう
思う」「ややそう思う」の合計％、子ども：問６の複数回答方式での該当％） 
（図中の項目名は、「一般調査の項目名／子ども調査の項目名」の形式で示した） 
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６．情報入手経路 
 環境情報の入手経路（媒体）は一般も子どもも「テレビ・ラジオ」が最大のものとなっ

ている。それに次ぐ媒体は、一般の場合は「新聞・雑誌」、子どもの場合は「学校の授業や

先生」である。 
 一般の場合は、「自治体の広報誌やパンフレット」が上位にあり、インターネットは下位

にあるが、子どもの場合はその逆で、インターネットが上位、市役所・区役所が作った本

が下位になっている。 
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図表７ 一般の環境情報入手経路（問８-1で４
段階尺度で聞いた「良く入手する」「ときどき入
手する」の計％） 

図表８ 子どもの環境情報入手経路（問９、複
数回答方式での該当％） 
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